
商店主町工場職人 子どもワーカー 高齢者

集合住宅居住者 戸建て住宅居住者

路地協定　路地単位で協働して、主
体的に身近な環境づくりを進める。

滞留空間を作る　駐車場からベンチ
や植栽を置くことで居場所を作る。

安全性を向上させる　塀を取り除き、
安全性とアウェアネスを高める。

植物を共有して育てる　みどりをと
もに育む。

ブッシュ・駐輪場により
区切られた有効利用されない空地

芝生に入る障壁を取り除く

専用庭を設け、南からの
アクセスを可能にする

αルームを 1階住戸に設け、
習い事教室を開くことができる

散歩道により、多くの
人が通ることできる

通り抜けができない
行き止まり路

緑地と関係を持たない
1階の住戸

駐輪場

ブッシュ

芝生・緑地

グリスロ停留所

散歩道

散歩道と末広通り商店街との交点に
グリスロの停留所を設けることで、
多様な市民に利用される視点場になる

末広通り商店街にグリスロを導入する
こと、高齢者に歩行に近い速度での移
動を提供し、風景の共有を促進する。
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仙台堀川公園

末広通り商店街

コロナ前の社会
震災前の社会

コロナ禍の社会
震災発生後の社会

ポストコロナの社会の理想像
事前・事後復興の社会の理想像

「拠点」「賑わい」 「分断」 「空間の共有」東砂地区内復興計画
散歩道による風景の継承

須賀拓実  鈴木直輝  高木果穂  日野祐輝

東砂は駅から遠く、地区
内では自転車や歩行など
での体験が重要である他、
高齢者や歩行者に優しい
モビリティが求められる。

一方、南北方向の3つの
道に分布が集中し、拠点
性の高い施設が見えづら
い現状がある。東西方向
の動線を増やし魅力を高
める必要がある。

既存の外周動線から街区内部へ散
歩道のネットワークを展開する。
市街地環境繋ぐ散歩道により、

街区内部に豊かさを生む人々の動き
市街地環境が混在し、排他的で
交わることの少ない人々の動き

散歩道と沿道空間、その間を設計
することで風景を作る。

仙台堀川公園

市民農園

末広通り商店街 1. 沿道空間を開く
豊かな歩行体験を得る
＜居住継続に繋がる愛着＞

2. 視線の抜けを作る
散歩道と沿道空間を相互に見る
＜アウェアネス＞

3. 視点場を設ける
東砂固有の風景を共有する
＜交流の契機＞

ポストコロナ社会では、フィジカルディスタンシングを図りつつも、人のつ
ながりを再構築する共有空間が求められている。
さらに、震災では地区外に移動せざるを得ない人が発生する。多様な都市環
境の特性を生かし、空間を共有する地区内復興が求められている。

02. 背景　ポストコロナ社会での復興計画01. 目的　散歩道を通した地域性の体験とその共有
散歩道に対して、東砂に積層する多様な空間や活動が開かれる。人々は散歩
道を通してその風景を共有し、世代や居住環境を超えた共通言語を獲得する。
共通言語を元に地域の個性を継承し、地区内復興における空間的互助を生み
出す。

03. 文脈　東砂の都市構造と都市環境 04. 提案　散歩道の風景の共有
散歩道の街区内部への引き込み 歩車分離された散歩道によりスムーズに空地や小学校へ避

難する。末広通りはグリスロによる高齢者の避難路となる。
避難時 グリスロを導入し、歩行に近い速度で高

齢者の暮らしや避難を支える。
交通ネットワークの再構成

小学校や空き住戸で避難生活を送りながら、散歩道への外
出で健康維持や人との交流を図る。

避難生活期 更新時期に合わせて、散歩道を引き込み、
多様なアクティビティを誘発する。

団地・マンションの建替

集合住宅の足元や公園等に仮設住宅が建設される。仮設住
宅居住者も含めた地域の人々が散歩道の風景を共有する。

仮設住宅期 協定による漸進的環境改善

再建住宅と散歩道との関係を築き、アウェアネスを促進す
る。仮設住宅用地を散歩道の新たな風景として再構築する。

再建時 多様な市民が散歩道に立ち寄ることで、
世代・属性を超えて風景が共有される。

戸建て住宅地では路地協定で、日常生活
の関係の中で散歩道を豊かにする。

多様な主体の散歩道の利用

地区周辺道路への集中

江戸時代の農業や大正・
戦後の工業、そして商店
街や住宅地として発展し
てきた歴史がある。

現在も区民農園や食育な
どの農や町工場が分布し
ている。
加えて、小学校や公園、
木造密集住宅、団地・マ
ンションなど多様な都市
環境が見られる。

団地・マンションの足元
の空地や駐車場など空間
の余剰が見られる。

多様な資源と空間の余剰

散歩道と沿道の関係性の構築

敷地の所有権はそのままにして、
共同利用を図っていく。

散歩道の重層的所有観の獲得

05. 復興　地区内復興における散歩道 06. 手法　散歩道の風景の更新

木造密集住宅での路地協定

再建時における散歩道

仮設住宅期における散歩道

避難生活期における散歩道

避難時における散歩道
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